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1．は じめ に

97 年 4 月か ら、カ ラ
ー

画像入力装置の色再現

能力評価用分光特性データベ ース の 研究開発 を、

（財）日本規格協会 画像処理技術標準化調査研

究委員会 分光特性データベ ー
ス 作成分科会で

行な っ て い る。本研究開発の 作業 は、NEDOか ら

の 研究委託プ ロ ジェ ク ト
“
国際標準創成型研究

開発
”

の 1 テーマ で ある
‘

カ ラーマ ネージ メ ン

ト基盤技術研究開発
’

の 一
環と して 、　 （財） 日

本規格協会よ り受託 して 進め られて いる。

本稿 で は、こ の研究開発 の 目的 と成果 と して の

デー
タ ベ ース の 内容報告、お よ び肌色 に関す る

解析 の
一

例 を報告する 。

2． 分光特性データベ ー
ス 作成の 目的

ス キ ャ ナー ・デジ タル カ メ ラ等 の カ ラ
ー画像入

力装 置に よ り入 力されたカ ラ
ー画像 は、カ ラ

ー

画像入力装置の 3 つ の セ ン サ が、照明特性 も含

め て ル ー
タ条件 を満足 し て い れ ば測色的色再現

が保証され る 。しか し、セ ンサ がル
ー

タ条件を

満足 して い な い 場合 で も、多くの局面 で 良い 色

再現が得 られて い る 。 こ れ は 、入 力対象の 分光

特性があま りバ ラつ い て い ない 場合 に起 こ りう

る。例え ば、フ ィ ル ム スキ ャ ナは写真 フ ィ ルム

の み をス キ ャ ン する の で あるか ら写真フ ィル ム

の 分光特性 に対 して の み良 い 色再現が なされ れ

ばよい し、 ドラム型 の スキ ャ ナは ドラム に巻 け

る媒体 （紙、フ ィ ル ム）上 の 画 像に対 して のみ

良 い色再現が な され れ ばよ い 。

今回の 研究開発 は、画像入力装置の評価に役立

つ 分光特性の デー
タ ベ ー

ス を系統的か っ 網羅的

に作成 しよ うと い うもの で ある。その 分光特性

の データベ ー
ス を利用 し、その特性 にあ っ た色

再現法を適用 した場合が、評価が高 い 色再現と

な りうるわ けで ある 。 そ の た め に も、実際に カ

ラ
ー画像入 力に使われ る対象の

“
十分

”
と思わ

れ る量の 分光特性 を収集する こ とが重要 となる。

3、分光特性データベ ース 作成の成果

こ の よ うな考察 に基づ き、本研究開発で は、現

在、次の優先度 で分光特性 データの 収集 を進め 、

以下の データをまとめた。

表 1　収集した分光特性データ

（D写真材料 （透過／反射）

　　　　　 8 種 　 　 　 2 ， 304 色

（2）印刷物 （オ フ セ ッ ト／グラ ビ ア ）

　　　　 33 種

（3）カラ
ープリ ンタ

　　　　 　21 種

（4）絵の 具　　　 4 種

（5）花

（6）葉

（7）人の 肌 （5部位）

30
，

624 色

（8）Krmov データ （自然物）

総計　　　 　　　　 49 ，

7 ， 856 色

　　229 色

　　148 色

　　　92 色

8 ， 049 色

　　 370 色

　　 672 色

（D 〜（3）は、特に ス キ ャ ナ の色再現 で重要な対
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象、（5）（6）（7） はデ ィ ジタ ル カメ ラ ・ビデオ カ

メ ラ の 色再現で 特に重要な対象、  はディ ジタ

ル ・ア
ー

カイ ブな ど の 色再現で 重要な 対象で あ

る。（7）の 人肌 ・顔の 分光特性に関して は、と り

あえず 日本 人 の 肌色 につ い て行ない 、人種の 異

な る 肌色データ は可能で あれば徐 々 に構築す る。

また、ディ ジ タル カメ ラ等の 用途 を考 える と化

粧を した顔の データも重要で ある 。

4 ．肌色分光データの 解析の
一

例

20〜50代女性の 素肌の 分光反射率 を主 成分 した

と ころ 、図 1 に示 した 3 つ の 主成分 の 累積寄与

率が 99．5％で あ り、ほ ぼ 3主成分で説明で きた
1 ）

。

また 、 これ らは、市販 フ ァ ンデ
ー

シ ョ ンの分光

反射率 の 主成分 とは大 き く異な っ て いた 。こ う

した 素肌色 と化粧肌色との 分光反射 率の 違い を

考慮 して 、化粧肌色の 見え を制御する研究 2） も

報告されて い る 。
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図 1　 素肌 の 分 光反 射率の 主成分

5．標準データベ ース 化

本研究開発は、　
“
国際標準創成型研究開発

”
の

一
環 と して も進め られてお り、作成 され た デー

タベ ース は 、最終的 に国 際標準 とす る こ とを目

標 と して い る。 97 年度は 、一
連 の測色 とデー

タ ベ ース 化を行 な っ たが 、実際に カ ラ
ー

画 像入

力装置の 評価 に利用 で き る も の とす る に は、デ

ータ ベ ース 白体の 有効性の 評価 と、さ らな る充

実が 不可 欠で ある。そ こ で 、デ
ー

タ ベ ー
ス を 内

外の 研究者に積極的 に公開し広 く各界の 評価 を

仰ぎ、国際標準化 へ の ス テ ッ プ と した い 。今後

は 、HS お よび ISOのテ ク ニ カル レポー
トと して

提案して い く予定で ある。
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